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要旨

本報告のポイント

① ソーシャル・スキル・トレーニングを児童生徒の実態に応じて効果的に実施するためにスキ

ルの獲得状況等を把握するソーシャル・スキル尺度の作成を試みた。

② ソーシャル・スキル・トレーニング活動プログラムを児童生徒の発達段階に応じた実践的な

トレーニングプログラムにするために初級・中級・上級と３段階にステップを分け、作成を試

みた。

③ ソーシャル・スキル・トレーニング活動プログラムを実施する際に、指導にあたる教職員が

その意義や方法を正しく理解し、組織的な指導体制のもとで行うことができるように研修プロ

グラムのマニュアル化を試みた。

本研究は、各学校において喫緊の課題となっている「いじめ 「不登校 「暴力行為 「非行問題行」 」 」

動 「中途退学」等、生徒指導上の諸問題の解決を図るために、積極的な生徒指導の一方策であるソ」

ーシャル・スキル・トレーニングを活用し、児童生徒の不適応状態の解消及び諸問題の未然防止を目

的として行われたものである。また本報告は、平成１７・１８年の２か年にわたり実施した研究の成

果について報告するものである。

まず、ソーシャル・スキル・トレーニングを効果的に実施するためには、児童生徒のスキルの獲得

状況をしっかりと把握した上で取り組む必要がある。そのために、他者との関わりを主とする「配慮

スキル」と自らの気持ちを伝えることを主とする「主張スキル」に類別し、児童生徒の現状を成果測

定（アセスメント）するソーシャル・スキル尺度の作成を試みた。この尺度を活用し、質問項目に対

して、児童生徒の回答を得ることで児童生徒のスキルの獲得状況を把握することができる。

また、児童生徒のソーシャル・スキル・トレーニング活動プログラムを初級（小学校向け 、中級）

（中学校向け 、上級（高等学校向け）とそれぞれの校種別に作成することを試み、児童生徒の実態）

や発達課題に応じた実践的なトレーニングプログラムの開発を行った。

さらに、児童生徒を対象としたソーシャル・スキル・トレーニングを実施する際、教職員の共通理

解に基づいた組織的な指導体制で取り組むことができるように指導者用の校内研修プログラムの作成

を試み、マニュアル化を図った。
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研 究 の 概 要

「ソーシャル・スキル・トレーニング」についての

定義、背景理論及び構成要件の検討

研究１

ソーシャル・スキル

尺度の作成

研究２

児童生徒活動プログラム

の作成

研究３

教職員研修プログラムの

作成

■ 作成手順

① 調査項目の収集

② 暫定尺度の作成

③ 因子分析

④ 内的整合性の検討

⑤ 尺度の完成

因子の選定■

・相手の状況を理解し、

気配りをするスキル

「何か頼むとき、相手の迷惑

にならないか考える」など

（ ）・自らのこと 意志や気持ち

を正しく伝えるためのスキル

「クラスの人の前で、自分の

考えを言います」

「自分だけ意見が違っても、

自分の意見を言います」

など

配慮スキル

主張スキル

■ 作成手順

① 枠組みの検討

・作成するスキル

・対象年齢

・指導規模（組・学年等）

② 試作プログラムの作成

③ 試作プログラムの試行

④ プログラムの改善

⑤ 活動プログラムの完成

活動スキルの選定■

・あいさつ ・自己紹介

・上手な聴き方 ・質問

・仲間の入り方

・仲間の誘い方

・あたたかい言葉かけ

・共感 ・やさしい頼み方

・上手な断り方

・自分を大切にする

・トラブルの解決策

１２項目のスキル

■ 作成手順

① 研修体系の試作

・講義内容の検討

・演習内容の検討

② 講義・演習プログラム

の試作作成

③ 試作プログラムの試行

④ プログラムの改善

⑤ 研修プログラムの完成

研修の流れ■

①研修のねらい

②基本的な発想

③基本のスキル

④学ぶ効果

⑤活用する際の留意事項

①あいさつスキル

②上手な聴き方スキル

あたたかい言葉かけスキル③

講義プログラム

演習プログラム

研修プログラムの

マニュアル完成

（ ）３段階 初級・中級・上級

の活動プログラム完成

児童生徒用ソーシャル・

スキル尺度完成

３研究の整合性の確認及び全体の調整

【ソーシャル・スキル尺度 ⇔ 活動プログラム ⇔ 研修プログラム】
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１ 課題

（１）生徒指導上の諸問題から

○本県の現状（平成１７年度）

図１・いじめ … 1,219件（小 275件・中 849件・高特 95件）

図２・不登校①（小中） … 7,142人（小1,318人・中5,824人）

・不登校②（高校） … 2,594人（全1,794人・定 800人）

図３・暴力行為 … 2,075件（小 113件・中1,393件・高569件）

図４・中途退学 … 3,801人（全3,139人・定 662人）

・学級がうまく機能しない状況〔いわゆる学級崩壊〕… 97校112学級

＊小（小学校 、中（中学校 、高（高等学校 、全（全日制 、定（定時制）） ） ） ）
○本県の取組

・いじめ、暴力行為の根絶に向けた数値目標の設定（平成19年度までに30％減）

・総合的な不登校対策（相談体制の充実と市町村教育支援センターの設置促進）

生徒指導上の諸問題は、平成１７年度を見ると、暴力行為はやや減少したが、いじめ、中途退学は

依然として増加傾向にある。また、不登校については増加傾向ではないが、複雑化・多様化しており

学校における対応が難しいケースが多くなっている。これらの喫緊の課題を解決するためには、対症

療法的な指導を繰り返すだけではなく、未然防止を目途とした積極的（予防的）な生徒指導・教育相

談を各学校において推進し、心豊かな児童生徒を育成していくことが重要と言える。

図３　暴力行為発生件数の推移
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図１　いじめの発生件数の推移
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図２　不登校児童生徒数の推移（30日以上）
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（２）最近の生徒指導関係報告書及び調査から

○生徒指導上の諸問題に関する調査研究会報告書（平成17年6月 文部科学省）

いじめ・暴力行為の増減に関連する要因は多層的であるが、その一つに児童生徒の意識と

行動の変化が考えられる。今回の実地調査時の報告から次の点が挙げられる。

・児童生徒のストレスが問題の背景となっている。

・小中学生の規範意識の低下傾向が問題の背景になっている。

児童生徒のストレスの増加傾向については、家庭生活、学校生活での欲求が充足されない

児童生徒には相当のストレスがかかっていると考えられ、その結果、自らの行動を自制する

能力の低下と突発的な問題行動につながっている可能性がある。このことは、実地調査の結

果からも、問題行動を起こす児童生徒の多くが、家庭でのネグレクト、学校での友達関係の

トラブル、学力不振などストレスがかかるような様々な背景を抱えている傾向が見られる。

○児童生徒の問題行動対策重点プログラム（平成16年10月 文部科学省）

子どもたち相互の間で生じたトラブルの解決を暴力に訴えることのないようにするために

自分の気持ちや考えを適切に相手に伝え、生活上の問題を言葉で解決する力を育てるととも

に、他者を認め互いに尊重し合い、望ましい人間関係を構築するための指導を推進する。

・伝え合う力を高め、望ましい人間関係を構築するための実践的なプログラムの開発・実施

・衝動的な行動抑制のためのプログラム等の活用の推進

○生徒指導体制の充実に向けて（平成15年2月 埼玉県教育委員会）

生徒指導に係る各学校等での取組の調査結果から次のような回答があった。

・基本的な生活習慣が十分確立していない児童生徒や自己中心的な考え方や言動が目立ち、

集団に適応できない児童生徒が増えてきている。

・特に学校不適応、意欲の欠如が人間関係のトラブル、中途退学、不登校など様々な問題の

原因になっている。

○心と行動のネットワーク（平成13年4月 少年の問題行動等に関する調査研究協力者会議）

最近の非行少年の特徴として、次のようなことが挙げられる。

・自己イメージが低く、劣等感が強くて、自尊感情を持てない。

・感情のコントロールが苦手で相手の痛みが理解できない。

（ ）・コミュニケーション能力や自己表現力が低く 対人関係がうまく結べない、 。 一部抜粋

■児童生徒のストレス

上記の報告書で指摘されているように問題行動を起こす児童生徒は、様々な悩みやストレスを抱

えていることも多い。この背景には、都市化や少子化の進展といった社会環境の変化やテレビゲー

ム等の普及などにより、異年齢集団で遊ぶこと（ ）や他人と協力し合う経験が減少するなど、図５

社会性や対人関係能力が育まれにくくなっていることが考えられる。平成12年12月の総務省青少年

対策本部の「低年齢少年の価値観等に関する調査」においては、全体の約30％の小中学生が生活の

中で何らかのストレスを感じ、それが暴力行為につながっていく様子がうかがえる。こうしたスト

レスにいかに対処していくかが課題となっている （ ）。 図６～８

図６　小さな事でイライラすることが多い
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■社会的スキルの不足

最近の児童生徒の傾向として指摘されているのは、善悪の判断などモラルや道徳心、思いやり、

忍耐力に欠ける面があるということである。また、社会性が身に付いておらず、自己表現力やコミ

ュニケーション能力が不足し、対人関係をうまく結べないという点である。平成13年9月に出され

た内閣府の「青少年の社会的適応能力と非行に関する研究調査」によると、中高生の社会的スキル

（人との関係をつくりあげ、また良好な関係を維持するための能力）の低下、人との交流スキルや

対人場面での問題解決への能力や意欲の低さが課題として挙げられている。特に補導経験のある児

童生徒つまり問題行動傾向がある児童生徒ほど、人との関係における社会的スキルが不足している

という結果が出ている （ ）。 図９～１２

課題をまとめると】【

○ストレスの増加 児童生徒にいかに

○社会性や対人関係能力の不足 社会的なスキルを身に付けさせるか？

○規範意識の低下 ・人との関係をつくりあげる

○問題解決能力の欠如 ・人との良好な関係を維持する

図７　ひどく怒ったり乱暴をしてしまうことがある
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図８　腹が立つとつい手がでてしまう
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図11  周りの人に迷惑がかかると思えば

やりたいことも我慢する（自己統制）
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図９　自分の気持ちを友だちに素直に話す
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図10  ケンカになりそうになっても何とか
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２ 研究の目的

【感情面】 ・友だちや仲間と関わり合う喜びに気付く。

、 。・友だちや仲間と一体感を持つことで 自分の気持ちが安定していくことに気付く

【行動面】 ・人と関わるコツを身に付ける。

・集団の一員として活動するコツを身に付ける。

・集団のルールの中で行動する方法を身に付ける。

【思考面】 ・友人関係や仲間関係を築く意義を理解する。

・集団で生活を送る意義を理解する。 河村(2002)

、 。上記の項目は 児童生徒が通常の学校生活の中で身に付ける力として挙げられているものである

児童生徒は、これらを体験することにより、積極的に人と関わりたい、集団の一員として活動した

いという意欲を持てるようになる。いわゆる対人関係能力がこれにあたる。

、 、 、しかし 課題で挙げたように最近の児童生徒は こうした力を体験的に身に付ける機会が減少し

時には間違った対処の仕方を身に付けていることもあると考えられる。また、問題行動を起こした

り、教室に行くことができず不登校になるなど、学校に不適応を起こしている児童生徒は、生活上

のストレスに対して、気分転換を図ったり、問題を解決する社会的なスキルが不足（対処法を知ら

ない、対処法の種類が少ない）していることも多い。そのため教師が指導・支援を行っても問題行

動を繰り返したり、不登校が継続し長期化していくケースも少なくない。逆に嫌なことがあっても

深刻に落ち込むことなく乗り越えていける児童生徒は、ストレスに耐える力もあるが、気分転換を

図る方法や問題に対処するための社会的なスキルを獲得している場合が多い。具体的には 「友だ、

ちと遊んで気分転換ができる 「音楽やスポーツで気持ちを切り替えられる 「友だちとのトラブル」 」

があっても自分の考えを言える 「友だちに相談したり、話し合いができる」などである。」

現在、各学校では様々な生徒指導上の諸問題を抱え、きめ細かな取組を進めている。しかし、問

題行動を起こした児童生徒や不登校児童生徒への対症療法的な指導・支援を深めていくだけでは、

自ずと限界が生じてくる。

そこで、教職員が共通理解・行動連携しながら、児童生徒のストレスを 上手に緩和させる方法

や人間関係を築く手段・方法など社会的なスキルを学習させる機会を意図的に設け、積極的（予防

的）な生徒指導を推進していくことが考えられる。この取組を進めることにより、児童生徒の問題

行動等を未然に防ぎ、諸問題の解消を図ることができると考える。

本研究では、この積極的な生徒指導を推進する一方策として児童生徒の社会的スキルを育成する

ためのプログラムである「ソーシャル・スキル・トレーニング」を活用することとし、以下の点に

ついて研究を進めた。

研究の内容

① ソーシャル・スキル・トレーニングを児童生徒の実態に応じて効果的に実施するためにスキ

ルの獲得状況等を把握するソーシャル・スキル尺度を作成する。

② 児童生徒の発達段階に応じた実践的なトレーニングプログラムにするために初級・中級・上

、 。級と３段階にステップを分け ソーシャル・スキル・トレーニング活動プログラムを開発する

③ 実際の指導にあたる教職員が、ソーシャル・スキル・トレーニングの意義や方法を正しく理

解し、組織的な指導体制のもとで行うことができるように校内研修プログラムを開発する。



３ 研究１ 児童生徒のソーシャル・スキル尺度の作成 

 

 

ソーシャル・スキル・トレーニングを児童生徒の実態に応じて効果的に実施するためには、児童生

徒のスキルの獲得状況の把握をすることが重要である。そこで、スキルの獲得状況を把握するソーシ

ャル・スキル尺度の作成をした。 
 
まず、「ソーシャル・スキル」を次のように定義し、 

ソーシャル・スキル····· 良好な人間関係をつくるためのスキル 

 

尺度は、スキルを把握するための観点として「配慮」「主張」の２つを用いた。 

配  慮 ················ 相手の状況を理解し、気配りするスキル 

主  張 ················ 自らのことを正しく伝えるためのスキル 

 

尺度は、「配慮」「主張」の 2 つの尺度をもとに次のように構成した。 

・質問項目は、「配慮」「主張」それぞれ８項目、計１６項目。 

・児童生徒が、自己評価する。 
・質問項目の評価は、 ５（あてはまる） 

４（ややあてはまる） 
３（どちらともいえない） 
２（あまりあてはまらない） 
１（あてはまらない） の５段階で行う。 

・尺度の得点は、「配慮」「主張」とも８点から４０点までの範囲。 

・ソーシャル・スキルの理解は、２尺度（２観点）の得点をもとに、2 次元で行う。 

 

この尺度を活用し、質問項目に対して、児童生徒の回答を得ることで児童生徒のスキルの獲得状況

を把握することができる。 
 

スキルは広範囲にわたり、その獲得状況の全体を把握することは難しいことである。ま

た、教師がクラスの児童生徒のスキルを把握しようと考えたとき、数多くのスキルの一つ

一つについて獲得状況を確認することは大変なことである。そこで、この尺度では、「配慮」

「主張」の２つの観点をもとに、それぞれの量や２つのバランスにより、スキルを全体的

に捉えようと考えた。 
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【 ソーシャル・スキル尺度の実施方法 】 

 

(1) 実施のねらい 児童生徒のソーシャル・スキルの獲得状況を把握する。 

 

(2) 実施の方法 １６の質問項目に対して、「あてはまる」から「あてはまらない」の

５段階の回答を得ることで、児童生徒の「配慮」「主張」のスキルの

獲得状況を判断する。 

 

(3) 実施の時期 プログラム実施前と実施後 

・プログラム実施日の朝の会や帰りの会に実施してもよい。 

・その後のスキル定着度を把握する場合は１か月後程度に実施する。 

 

(4) 実施の対象 プログラムを実施する児童生徒全員 

 

(5) 実施の手順 

① 尺度の用紙を配布する。 

② 用紙のリード文をもとに、尺度のねらいや記入方法について説明する。 
 

 ソーシャル・スキル尺度のリード文 

 

① 質問項目を読み、あてはまる数字に〇をつけてください。 
② 右側の白抜きの欄に数字を書いてください。 
③ 下の欄に合計点を書いてください。 

このアンケートは、人とのかかわり方に関する意識や行動について調べようとする

ものです。正しい答え・まちがった答えというものはありません。成績にも関係あり

ませんので正直に答えてください。また、深く考えすぎず、今のありのままの考えを

答えてください。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

③ 時間を確保し、記入させる。 

・ 必要に応じて、質問項目の用語の意味等について解説する。 

・ 記入が遅れている児童生徒に対し、個別に支援を行う。 

・ 質問項目記入後に、「配慮」「主張」それぞれの合計点を記入させる。 

④ 尺度の用紙を回収する。 

 

(6) 実施上の留意点  

① 落ち着いた雰囲気の中で実施する。 

② 尺度についての適切なデータを得るため、児童生徒の発達段階や学級の状態を十分に考

慮して、記入方法の説明や質問項目の用語解説を行う。 

③ 実施時期については、可能な範囲でプログラムの実施直前と直後が望ましい。 
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【小学生用】
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合 計   

 

《 ソーシャル・スキル尺度
しゃくど

 》 (                 )小学校 

 (    )年 (    )組  氏名(                 ) 
 
このアンケートは、人とのかかわり方に関する意識

い し き

や行動
こうどう

について調べようとするものです。

正しい答え・まちがった答えというものはありません。成績
せいせき

にも関係
かんけい

ありませんので正直に答え

てください。また、深く考えすぎず、今のありのままの考えを答えてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜ 質 問 項 目 ＞ 

１ 

配慮
はいりょ

２ 

主張
しゅちょう

1 友だちが元気のないときは、はげまします。 １－２－３－４－５   

2 相手に聞こえる声で話します。 １－２－３－４－５   

② 右側の白抜きの欄
らん

に数字を書いてください。 
③ 下の欄に合計点を書いてください。 

① 質問項目を読み、あてはまる数字に〇をつけてく

ださい。 

3 何かをたのむとき、相手の迷惑
めいわく

にならないか考えます。 １－２－３－４－５   

4 友だちに、自分の考えを言います。 １－２－３－４－５   

5 クラスの人と一緒
いっしょ

にいるときは、相手の気持ちを考えます。 １－２－３－４－５   

6 人の意見に左右
さゆう

されないで、自分の考えを言います。 １－２－３－４－５   

7 友だちがさみしそうなときは、声をかけます。 １－２－３－４－５   

8 必要
ひつよう

なときは、自分から先生に頼みます。 １－２－３－４－５   

9 話をするときは、相手の気持ちを考えます。 １－２－３－４－５   

10 わからないことがあるときは、先生に質問
しつもん

します。 １－２－３－４－５   

11 話し合いのときは、自分とちがう考えを聞きます。 １－２－３－４－５   

12 グループの人たちの前で、自分の考えを言います。 １－２－３－４－５   

13 友だちの話は、ひやかさないで聞きます。 １－２－３－４－５   

14 自分だけ意
い

見
けん

がちがっても、自分の意見
いけん

を言います。 １－２－３－４－５   

15 友だちが仲間に入りたそうにしていることに気づきます。 １－２－３－４－５   

16 クラスの人たちの前で、自分の考えを言います。 １－２－３－４－５   

 

 

 
 
 



【中学生・高校生用】 
 
《 ソーシャル・スキル尺度 》 (                 )学校 

 (    )年 (    )組  氏名(                 ) 

 

このアンケートは、人とのかかわり方に関する意識や行動について調べようとするものです。

正しい答え・まちがった答えというものはありません。成績にも関係ありませんので正直に答え

てください。また、深く考えすぎず、今のありのままの考えを答えてください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜ 質 問 項 目 ＞ 

１ 

配慮

２ 

主張

1 友だちが元気のないときは、励まします。 １－２－３－４－５   

2 相手に聞こえる声で話します。 １－２－３－４－５   

3 何かを頼むとき、相手の迷惑にならないか考えます。 １－２－３－４－５   

4 友だちに、自分の考えを言います。 １－２－３－４－５   

5 クラスの人と一緒にいるときは、相手の気持ちを考えます。 １－２－３－４－５   

6 人の意見に左右されないで、自分の考えを言います。 １－２－３－４－５   

7 友だちがさみしそうなときは、声をかけます。 １－２－３－４－５   

8 必要なときは、自分から先生に頼みます。 １－２－３－４－５   

9 話をするときは、相手の気持ちを考えます。 １－２－３－４－５   

10 わからないことがあるときは、先生に質問します。 １－２－３－４－５   

11 話し合いのときは、自分と違う考えを聞きます。 １－２－３－４－５   

12 グループの人たちの前で、自分の考えを言います。 １－２－３－４－５   

13 友だちの話は、ひやかさないで聞きます。 １－２－３－４－５   

14 自分だけ意見がちがっても、自分の意見を言います。 １－２－３－４－５   

15 友だちが仲間に入りたそうにしていることに気づきます。 １－２－３－４－５   

  16 クラスの人たちの前で、自分の考えを言います。 １－２－３－４－５ 
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 １ 配慮 ２ 主張 

合 計   

 

① 質問項目を読み、あてはまる数字に〇をつけてく

ださい。 
② 右側の白抜きの欄に数字を書いてください。 
③ 下の欄に合計点を書いてください。 



【 ソーシャル・スキル尺度の結果と活動プログラムの選び方 】 
 

(1) 尺度の結果をもとにして児童生徒活動プログラムを選ぶ手順 

① クラス全員のソーシャル・スキル尺度の用紙を回収し、「配慮」「主張」それぞれについて、

クラスの平均点をだす。 

② 「配慮」「主張」の平均点から、クラスのソーシャル・スキルの獲得状況を把握する。 

 

児童生徒に身に付けさせたいソーシャル・スキルは、広範囲にわたり、その獲得状況の全体

を把握することは難しいことである。また、教師がクラスの児童生徒のソーシャル・スキルを

把握しようと考えたとき、数多くのスキルの一つ一つについて獲得状況を確認することは大変

なことである。そこで、この尺度では、「配慮」「主張」の２つの観点をもとに、それぞれの量

や２つのバランスにより、ソーシャル・スキルを全体的に捉えようと試みている。 

つまり、様々なソーシャル・スキルに共通する要素は「配慮」「主張」と捉え、この２つ要素

を伸ばすことやバランスをよくすることが、児童生徒のソーシャル・スキルの育成につながる

と考えた。 

 

③ 「配慮」「主張」の平均点やそのバランス（スキルの獲得状況）をもとに、下の表から、児童

生徒の活動プログラムを選ぶ。 

 

 

「配慮」「主張」のバランス 

（スキルの獲得状況） 

「配慮」の平均点が「主張」

の平均点より高い場合 

「主張」の平均点が「配慮」

の平均点より高い場合 

「配慮」「主張」のバランスとプログラム 

予想されるクラス 

の雰囲気 

・おだやか 

・あたたかい 
・おとなしい  など 

・明るい 

・積極的 
・思いやりに欠ける  など 

目指すクラス 
・明るいクラス 

・積極的なクラス  など 

・落ち着いたクラス 

・思いやりのあるクラス など 

プログラムの選び方 

のポイント 

「主張」を高めるプログラム 
 

「配慮」を高めるプログラム 
 

このクラスは「主張」の方が高

いため、バランスをよくするた

め、「配慮」を高めるはたらきか

けをする。 

このクラスは「配慮」の方が高

いため、バランスをよくするた

め、「主張」を高めるはたらきか

けをする。 

あいさつ 

１段階 ・自己紹介 

・質  問 

・上手な聴き方 

・あたたかい言葉かけ 

２段階 
・仲間の入り方 

・やさしい頼み方 

・仲間の誘い方 

 

・上手な断り方 

・自分を大切にする方法 

・共感（気持ちをわかって 

働きかける方法） 

実施するのがよ

いと考えられる

プログラム 

３段階 

トラブルの解決策 

※  プログラムを選択する際には、校種による「配慮」「主張」のバランスの差を考慮する。 

（参照 Ｐ１７表５｢各下位尺度の合計と平均値｣） 
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 「配慮」「主張」のバランスとソーシャル・スキル 

配慮と主張のバランス 初～上級 ソーシャル・スキル 

・あいさつ 

 配慮 ＝ 主張 

 

・トラブルの解決策 

・上手な聴き方  ・あたたかい言葉かけ 

・仲間の誘い方 
配慮 ＞ 主張 

１段階

３段階

 

配慮が優位のスキル 
 

・共感（気持ちをわかって働きかける方法） 

・自己紹介  ・質問 

１段階

３段階

・仲間の入り方  ・やさしい頼み方 
主張 ＞ 配慮 

 

主張が優位のスキル 
 

・上手な断り方・自分を大切にする方法 

１段階

３段階

２段階

２段階

２段階

 
 
 「配慮」「主張」とソーシャル・スキルの関係（イメージ図） 

 主 張 

配 慮

高 低 

低 

高 

自己紹介 

上手な 

聴き方 

仲間の 

誘い方 

仲間の 

入り方 

あたたかい

言葉かけ

 

共感 
やさしい 

頼み方 

上手な 

断り方 

自分を大切

にする方法

質  問 

トラブルの 

解決策 

あいさつ 
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ソーシャル・スキル尺度 

の実施 

対象とする子どもたちの実態を把握するため

に尺度を実施する。トレーニング実施後の変容

の確認にも利用する。 

実施するＳＳＴプログラム 

の検討 

尺度の実施によって把握した子どもの実態に

あったＳＳＴを検討する。１２のプログラムの

中から選ぶ。 

実施する日時、場所、資料、実施回数、定着（般

化）のための工夫など、実施に必要な事項の計

画を立てる。 

ＳＳＴ実施までの流れ 

（担任が学級で実施する場合） 

楽しい雰囲気で、ねらいのスキルができるよう

になるまで繰り返しリハーサルを実施する。最

後に肯定的な評価をする。 

ＳＳＴを実施しよう！ 

ＳＳＴ･･･ソーシャル・スキル・トレーニングの略 

ＳＳＴ実施計画の立案 

ソーシャル・スキル尺度 

の実施（２回目） 

トレーニング実施後に、尺度を再び実施する。

１回目の結果と比較し、子どもたちの変容を確

認する。 

次のＳＳＴ実施に向けて 
２回目の尺度の結果から、新たに課題を設定す

る。２回目のＳＳＴ実施に向け、前回の反省を

生かした計画を立てる。 

トレーニングの実施 

資料１    ＳＳＴ実施までの流れ 

ソーシャル・スキル

尺度を使う場面を

確認しよう 
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【 「ソーシャル・スキル尺度」の作成まで 】 

 
（１）目  的 

〇 ソーシャル・スキルを測定するための観点

を明らかにする。 
〇 明らかにした観点を用いて、ソーシャル・

スキル尺度を作成する。 
 
（２）対象とするソーシャル・スキルの概念 

〇 良好な人間関係をつくるためのスキル 

 
（３）作成した尺度 

【 内  容 】·····児童生徒のソーシャル・スキル 
【 場  面 】·····アセスメント及び効果測定 
【 対  象 】·····小学４年生から高校３年生まで 

様々な「ソーシャル・スキル」を、あ

る共通の「観点」でとらえようと考え

ました。その観点を、調査や分析によ

って定め、それをもとにソーシャル・

スキル尺度を検討しました。 

作成する「ソーシャル・スキル尺度」

は、実施するＳＳＴプログラムを選ぶた

めの「ものさし」として、また、プログ

ラム実施後の評価として活用します。 

「ソーシャル」は「社会的」と訳さ

れる場合が多いですが、人間関係をつ

くるためのスキルとして、「対人的」

ととらえた方がフィットします。 

作成する尺度は、プログラム実施前、

子どもたちの実態を調査・把握するた

めの「アセスメント」の場面と、プロ

グラム実施後、変容をみるための「効

果測定」の場面で利用します。  
（４）尺度の完成までの流れ 

 
 
 

質問項目 
の収集 

暫定尺度

の作成 
第１回 
調査 

暫定尺度

の見直し

第２回 
調査 

尺度と観

点の検討 
尺度の 
完成 

 
（５）尺度の作成 

①ソーシャル・スキルに関する質問紙・質問項目の収集 
・本研究の研究協力委員が、関係文献等からソーシャル・スキルに関する質問紙を収集し、そ

の中から、本研究のねらいに関連する質問項目を取捨選択する。 

収集の時期 ： 平成１７年５月 
収集質問紙 ： ５質問紙 
収集項目数 ： １６３項目 
・ １６３項目を２つのカテゴリーに分類する。 

 
②暫定尺度の作成 
・選択した項目をもとに、ソーシャル・スキル暫定尺度を検討・作成する。 
・児童生徒が、対人的な行動やその思考についての質問項目を自己評価することで、当該児童

生徒のソーシャル・スキルを評価しようとするものである。 
・ソーシャル・スキルについての因子を「配慮」と「主張」と想定し、質問項目は、相手の状

況を理解し気配りをする「配慮」と、自らのことを正しく伝えるための「主張」、それぞれ 
１５項目ずつ、計３０項目とする。 
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・質問に対する回答方法は、間隔尺度「よくあてはまる」「あてはまる」「どちらともいえない」

「あまりあてはまらない」「あてはまらない」の５段階評定とする。 
・内容的妥当性すなわち、作成した項目が測定内容に合致しているかどうかの検討を複数回行

う。 
 

③暫定尺度による第１回調査の実施 
質問項目 ： ３０項目（「配慮」１５項目「主張」１５項目） 

間隔尺度  ５（あてはまる）４（ややあてはまる）３（どちらともい

えない）２（あまりあてはまらない）１（あてはまらない） 
実施時期 ： 平成１７年１０月中旬 
実施対象 ： 中学生９６名 

 
④暫定尺度の見直し 
・調査データをもとにヒストグラムの作成 
・因子分解の結果をもとに調査項目の見直しを行う。 
・質問の３０項目から、不適切な３項目を削除、新たに１項目追加し、２８項目とする。 

 
⑤暫定尺度による第２回調査の実施 

質問項目 ： ２８項目（「配慮」項目「主張」項目） 
間隔尺度  ５（あてはまる）４（ややあてはまる）３（どちらともい

えない）２（あまりあてはまらない）１（あてはまらない） 
実施時期 ： 平成１７年１１月下旬 
実施対象 ： 児童生徒 合計 ３１１名 

・小学生   ９９名（４・５・６年） 
・中学生 １０５名（１・２・３年） 
・高校生 １０７名（１・２・３年） 

 
⑥尺度と観点の検討 

＜因子分析＞ 

28 項目の質問項目を用いて因子分析を行った。ソーシャル・スキルが、「配慮」と

「主張」からなるとする仮説を確かめるために２因子を抽出した。第１因子は、「何か

を頼むとき、相手の迷惑にならないか考えます」「クラスの人と一緒にいるときは、相

手の気持ちを考えます」などに対して負荷量が高く、「配慮」に関する因子とした。第

２因子は、「自分だけ意見が違っても、自分の意見を言います」「クラスの人たちの前で、

自分の考えを言います」などで負荷量が高く、「主張」に関する因子とした。以上から

仮説は確かめられたと考える。 
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表１     ソーシャル・スキルの因子分析の結果 

 
 
  因子１ 因子２ 

 変数（質問項目） 配  慮 主  張 
 
 

・ 何かを頼むとき、相手の迷惑にならないか考えます。 .748 -.168 

・ クラスの人と一緒にいるときは、相手の気持ちを考えます。 .764 -.114 
・ みんなで決めたことに従います。 .708 -.180 

・ 話をするときは、相手の気持ちを考えます。 .702 -.007 

・ 迷惑をかけたときは、「ごめんなさい」と言います。 .674 -.095 

・ 友だちとけんかしたときは、自分に悪いところがないか考えます。 .643 -.057 

・ 友だちが悩みを話してきたときは、じっくり聞きます。 .630 -.002 

・ 友だちがさみしそうなときは、声をかけます。 .574 .190 

・ 友だちが元気のないときは、励まします。 .564 .151 

・ 友だちが仲間に入りたそうにしていることに気付きます。 .515 .150 

・ 友だちが仲間に入りたそうにしているときは、誘ってあげます。 .506 .248 

・ 友だちの話は、ひやかさないで聞きます。 .495 .021 

・ 必要なときは、自分から友だちに頼みます .463 .127 

・ 話し合いのときは、自分と違う考えを聞きます。 .418 .131 

・ クラスの人といつも仲良くしています。 .381 .202 

・ 正しくないことを頼まれたときは、断ります。 .380 .239 

・ 自分だけ意見が違っても、自分の意見を言います。 -.312 .795 

・ クラスの人たちの前で、自分の考えを言います。 -.030 .747 

・ グループの人たちの前で、自分の考えを言います。 -.023 .727 

・ 人の意見に左右されないで、自分の考えを言います。 -.126 .715 

・ 友だちに、自分の考えを言います。 .073 .652 

・ 相手に聞こえる声で話します。 .205 .442 

・ 必要なときは、自分から先生に頼みます。 .220 .355 

・ わからないことがあるときは、先生に質問します。 .218 .350 

・ わからないことがあるときは、友だちに質問します。 .322 .325 

・ いやなことを頼まれたときは、断ります。 .168 .302 

 ・ 断った方がよいと考えたときは、断ります。 .215 .275 
 

 
 固有値と因子寄与 

 因子№ № １ № ２                        
 固有値 8.892 2.377 

 因子寄与 7.551 6.035 (プロマックス回転後) 

 
 

表２    因子間相関 

 
 因子№ № １ № ２                        
 因子№１ 1.000 .562 

 因子№２ .562 1.000 
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表３    各因子について 

因子 命名 おもな項目 内 容 

第 1 配慮 

｢何かを頼むとき、相手の迷惑にならないか

考えます｣ 

｢クラスの人と一緒にいるときは、相手の気

持ちを考えます｣ 

相手の状況を理解し 
気配りするスキル 

｢自分だけ意見が違っても、自分の意見を言

います｣ 
第 2 主張 

｢クラスの人たちの前で、自分の考えを言い

ます｣ 

自らのことを正しく 
伝えるためのスキル 

 
 

表４     記述統計と各下位尺度別のアルファ係数 

変数（質問項目） 度数 平均値 全体平均

 

第 1因子 配慮 （α＝.8298） 

・ 友だちが元気のないときは、励まします。 311 3.98 

・ 何かを頼むとき、相手の迷惑にならないか考えます。 311 3.96 

・ クラスの人と一緒にいるときは、相手の気持ちを考えます。 309 3.94 

・ 友だちがさみしそうなときは、声をかけます。 310 3.86 

・ 話をするときは、相手の気持ちを考えます。 309 3.75 

・ 話し合いのときは、自分と違う考えを聞きます。 306 3.68 

・ 友だちの話は、ひやかさないで聞きます。 311 3.62 

・ 友だちが仲間に入りたそうにしていることに気付きます。 311 3.61 

 

第 2 因子 主張 （α＝.8186） 

・ 相手に聞こえる声で話します。 311 4.04 

・ 友だちに、自分の考えを言います。 311 3.71 

・ 人の意見に左右されないで、自分の考えを言います。 311 3.37 

・ 必要なときは、自分から先生に頼みます。 311 3.50 

・ わからないことがあるときは、先生に質問します。 311 3.35 

・ グループの人たちの前で、自分の考えを言います。 311 3.29 

・ 自分だけ意見が違っても、自分の意見を言います。 311 2.92 

・ クラスの人たちの前で、自分の考えを言います。 311 2.83 

 

 

表５    各下位尺度の合計と平均値（校種別） 

配  慮 主  張 

3.80

3.38

 
合  計 平均値 合  計 平均値 

高校生 29.03 3.63 26.28 3.29 

29.88 3.74 26.47 3.31 中学生 

33.14 4.14 28.34 3.54 小学生 
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⑦ソーシャル・スキル尺度（ 表４参照 ） 
a ソーシャル・スキル尺度は、「配慮」「主張」の 2 つの尺度によって構成される。 
ｂ 尺度は、それぞれ８項目からなる。 
ｃ 児童生徒が、自己評価することによってソーシャル・スキルを理解しようとする尺度

である。 
ｄ 評価は、各項目について、５（あてはまる）４（ややあてはまる）３（どちらともい

えない）２（あまりあてはまらない）１（あてはまらない）の５段階で行う。 
ｅ したがって、尺度の得点は、８点から４０点までの範囲で与えられる。 

ソーシャル・スキルの理解は、２尺度（２観点）の得点をもとに、2 次元で行う。 
 

どのプログラムを実施した
らいいの？ 

ソーシャル・スキル・トレーニング実施に向けてのＱ＆Ａ 

どんな時にＳＳＴを実施す
るの？ 

実態を把握するにはどうし
たらいいの？ 

「ソーシャル・スキル尺度」
って何のこと？ 

プログラムを決定するには、子どもたちの実態

を把握（アセスメント）し、実態にあったプロ

グラムを選ぶことが必要です。 

「人づき合いのコツを教えたい」「コミュニケ

ーション能力を高めたい」「あたたかな人間関

係をつくりたい」などの場合に有効です。 

観察する、アンケートをとる、客観的な調査を

するなど様々な方法があります。ここでは、「ソ

ーシャル・スキル尺度」の実施を提案します。 

子どもたちの実態を把握（アセスメント）する

こと、プログラム実施後の変容を確認すための

ものさしとなるアンケートです。 

「配慮」って何のこと？ ソーシャル・スキル尺度の観点のひとつです。

「相手の状況を理解し気配りするスキル」と定

義しています。 

「主張」って何のこと？ ソーシャル・スキル尺度の観点のひとつです。

「自らのことを正しく伝えるためのスキル」と

定義しています。 

｢ＳＳＴ｣って、何のこと？ ｢ＳＳＴ｣は、｢ソーシャル・スキル・トレーニ

ング｣の略です。 

資料２    ソーシャル・スキル・トレーニング実施に向けてのＱ＆Ａ 
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研究２ 児童生徒の活動プログラムの作成４

児童生徒にとって必要なソーシャル・スキルの種類は、研究者によっても様々である。それは、

その目的や実施する者の立場によって多様な考え方がなされているからである。本研究では、学校

で実践的に活用できるという視点から、小林、相川（1999）らが提示した１２の基本スキルをもと

に活動プログラムを作成することとした。１２の基本スキルとは 「あいさつ 「自己紹介 「上手、 」 」

な聴き方 「質問 「仲間の誘い方 「仲間の入り方 「あたたかい言葉かけ 「気持ちをわかって働」 」 」 」 」

」（ 「 」 ）「 」「 」きかける方法 本プログラムにおいては 共感 と名付けた やさしい頼み方 上手な断り方

「自分を大切にする方法 「トラブルの解決策」である。さらにこれらのスキルを獲得するための」

活動プログラムは、児童生徒の校種や年齢に応じて活動内容等を考慮する必要があることから、発

達段階に応じたより実践的なトレーニングプログラムにするために初級（小学生向け ・中級（中）

学生向け ・上級（高校生向け）と３段階にステップを分け、作成を試み、各学校が段階に応じて）

活動プログラムを活用できるようにした。

、 、 、ここで留意したいことは この初級・中級・上級の区別は 厳密なものとして捉えるのではなく

あくまでも児童生徒の実態に応じた活用が望ましいということである。つまり、児童生徒のスキル

の獲得状況によっては、小学校で中級のプログラムを改良し活用することや高校で中級プログラム

を活用することも考えられるということである。また、この活動プログラムは、あくまでも一つの

モデルであり、学校において、より実践的で活用しやすいプログラムに変更しても何ら差し障りの

あるものではない。むしろ、学校において、多くの教職員がその学校の児童生徒の実態にあわせて

自校の児童生徒に適した活動プログラムを作成していくことで、教職員の意識を高め、児童生徒へ

の指導はより効果的になると考える。

以下に初級・中級・上級のそれぞれ１２のスキルを掲載する。

＊本研究で実施するソーシャル・スキル・トレーニングの基本的な考え方及び指導手順等に

ついては 「研究３ 教職員研修プログラムの作成 ■研修の実際」を参照。、

１２の基本スキル

「 」「 」「 」「 」「 」「 」「 」あいさつ 自己紹介 上手な聴き方 質問 仲間の誘い方 仲間の入り方 あたたかい言葉かけ

「共感 「やさしい頼み方 「上手な断り方 「自分を大切にする方法 「トラブルの解決策」」 」 」 」

ステップ１

初級

ステップ２

中級

ステップ３

上級
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初級【ソーシャル・スキル・トレーニング１ あいさつ】

１ プログラム名 「あいさつ」
２ 指導のねらい

「あいさつ」は、人と人の心を結ぶ大切な役割がある。新しい学年、クラスになった時、まだ
よく知らない人からあいさつをされるととてもよい気持ちになる 「あいさつ」は、これから始。
まる一日をすがすがしい気持ちにさせる「魔法の言葉」であることを実感できるようにし 「あ、
いさつ」のスキルを通して、よりよい人間関係を築くことができる力を身に付けさせたい。

３ 獲得目標とするスキル
①心をこめて「大きな声で 「相手の目を見て」などの具体的なあいさつの仕方を身に付ける。」
②自分から進んで「あいさつ」ができる。

４ 展開
場面 時間教師の発問（○ ・指示（●） 児童の反応・行動 留意点）

○一日を楽しく過ごすための「魔法の言葉」を知 ・ 遊ぼう」 ・ おはよう」 ・ 一日を楽しく過ごすたイ 「 「 「
っていますか。 ・ ～がじょうずね」 めのあいさつはどのよン 「

●今日はあいさつの仕方を勉強しましょう。 うにすればいいのだろス
○みんなは、どんなあいさつをしているのでしょ ・おはよう ・こんにちは う」という問題意識をト

10ラ う。 ・さようなら もたせる。
○「魔法の言葉」のあいさつをするとどんな気持 ・気持ちよくなる ・ あいさつをしましょうク 「

ちになるかな。 ・いい気分になる 」という奨励だけではシ
●同じあいさつでも、言い方によって魔法の力が ・大きな声で言う。 なく、行動のスキルをョ

違ってしまいます。どんな言い方をするとよい ・元気よく言う。 しっかりと明示するこン
「 」でしょう。 とで あいさつの仕方

を教える。
●では、先生がやってみます。 ・どこに違いがあるかじっくり ・指導者は２つの違いが

「おはようございます （元気にはっきりと大 見る。 わかるようにモデリン。」
きな声で 「おはようございます （元気なく グを行う。） 。」
小さな声で）

15○どちらのあいさつがよかったですか。 ・元気な方がいいです。 ・板書する。
モ ・はっきりと大きな声で言って
デ いるところがいい。
リ ●隣の人とあいさつをしてみます 「元気 「はっ ・２人組になる。 ・2人組のとき、上手にで。 」
ン きり」に気をつけて「～さん、おはよう 」と ・実際にあいさつをし、交代し きているペアを見つけ。
グ 名前を呼んで、あいさつしましょう。 て行う。 て代表演技をしてもら

●みんなの前でやってもらいましょう。 う。
〇どんなところがよかったですか。 ①相手を見ていた。 ・あいさつをされたら、

②はっきり言っていた。 きちんとあいさつを返
③心がこも っていた。 すことが大切であるこ
④声の大きさがちょうどいい。 とを押さえる。

●これらに気を付けると 気持ちのよいあいさつ ・板書された項目を確認する。 ・①②③④は、カードに「 」
ができますね。もう一度隣の人と「気持ちのよ 書いて掲示できるよう
いあいさつ」をしてみましょう。 にしておくとよい。

○教室があいさつでいっぱいになりました。先生 ・とっても気持ちがいいです。 ・ペープサートを活用す
。はとてもいい気持ちになってきました。みなさ ることも効果的である

んはどうですか。
、●では、ここでゲームをします。全員手をつない ・子どもの表情が硬い時

リ で輪になってください。 「握手リレー」をする。
ハ ●隣の人にあいさつをします。あいさつをされた ・ ～さん、おはよう」「

15│ 人は、あいさつを返した後、反対の人にあいさ ・ 時間に余裕があれば）（
サ つをしていくと順にあいさつが伝わって、ひと ・真剣になって集中して早く もっと早くリレーでき
ル 回りしていきます。 「おはよう」をリレーする。 るようにアイデアを出

●とてもよくできました。今度は逆回りでいきま し合う 声を出す 輪。「 」「
す。 を小さくする」などが

●なんだか気持ちのよいあいさつが流れるように 考えられる。もう一度
伝わってきました。今度は左右一度にあいさつ 逆回りでやり、やはり
をスタートします。 左右同時にも回す。

フ ○あいさつが教室いっぱいになってどんな気持ち ・とっても楽しかった。 ・あいさつすることの気
ィ ですか。 ・気持ちがいい。 持ちよさに気づかせ、
│ ●一日を気持ちよく過ごす魔法の言葉を一つ使え これからも好ましいあ
ド るようになりました。さっそく試してみましょ いさつをしていこうと

５バ う。 する意欲を高める。
ッ 家族の人、通学班のお友達、交通指導員さん、
ク 先生へとあいさつする人を広げていきましょ

う。

５ その他
低学年は「大きな声で元気のよいあいさつ」中学年は「おおぜいの人とのあいさつ」高学年は

「自分から進んであいさつ」と重点を決めてもよい。また、親しい間での「おはよう」や交通指
導員さん、先生、学校に訪問したお客さんには 「おはようございます 」とていねいなあいさ、 。
つも習慣づけられるとよい。

板書例
「心をこめて言う」 「相手の目を見て言う」 「大きな声ではっきり言う」

工夫のポイント
気持ちのよいあいさつので

きた児童を紹介するなど、継
続的に取り組むことで定着化
を図ることもできる。
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初級【ソーシャル・スキル・トレーニング１ あいさつワークシート】

〈あいさつをしてみよう〉

となりの人にあいさつをしてみよう！

『 よいあいさつとは・・・』

○ 「元気な声で」
げ ん き こえ

○ 「はっきりと」

○ 「名前をよんで」
な ま え

○ 「えがおで」

○ 「相手の人をみて」
あ い て ひと

〈もういちどあいさつをしてみよう〉

もういちどとなりの人にあいさつをしてみよう！

元気に、はっきりとした声で・・・ ○○さん、おはようございます」「
げ ん き

〈みんなであいさつゲームをしてみよう〉

こんどは、みんなであいさつをリレーしてみよう！

① じゅんばんに ② ぎゃくまわりで ③ 左右から
さ ゆ う

（具体的な場面の中で）演 習
えんしゅう ぐたいてき ば め ん

１ 場面
ば め ん

・校門で先生に出会い、あいさつをする。
こうもん

２ 役割
やくわり

・先 生 明るく元気に子どもに「おはよう」とあいさつをする

・子ども 校門で、先生からあいさつをされる

３ 役割の流れ
やくわり

・２つのパターンで先生にことばをかえす。

《パターン１》

先生にかおをむけずに、元気のない声で、ただ「おはよう」といい、とおりすぎる。

《パターン２》

・相手の目をみて、えがおで「○○先生、おはよう」と元気よくあいさつをする。

・ おはよう」とあいさつをしたあとは、先生にはなしかける。「

（例）きょうの学校のこと、家でのこと・・・など
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初級【ソーシャル・スキル・トレーニング２ 自己紹介】

１ プログラム名 「自己紹介」
２ 指導のねらい

自分を把握し、それを相手に伝え、お互いに知り合うことは良好な人間関係をつくる基礎とな
る。ここでは「自己紹介」という活動を通して、自分の肯定的な側面、つまり得意なこと、好き
なことなどをみつけ、自分の考えや思いを相手に伝えるという基本的なスキルを身に付けさせた
い。

３ 獲得目標とするスキル
①自分のいいところを探し、紹介する。
②相手の目を見て、聞こえる声で、表情豊かに話す。

４ 展開
場面 時間教師の発問（○ ・指示（●） 児童の反応・行動 留意点）

○みなさん、このクラスにもだんだん慣れてきた ・相手に自分のことを知

頃だと思いますが、先生（私）のことも少しわ ・優しい、厳しい らせるためには、自分

かるようになったでしょうか。みなさんから見 のことをしっかり見つイ
て私はどんな風に映っているのでしょうか？ める必要があることにン

○なるほど、みなさんにはそういう風に見えてい ・身近に感じる。 気付かせたい。ス
るわけですね（笑顔で 。私自身は、○○な人 ・新しいことが分かるし、うれト ）

5ラ 間だと思っているのですが。さて、自分や相手 しい。

のことを知ると、どんないいことがあると思い ・自分のことをみつめることがク
ますか。 できる。シ

。ョ ○自分のことをもっと知ってもらうには、どんな ・自分のことを相手に知らせる

方法がありますか。ン
●今日は上手に自分のことを相手に伝えるにはど

のような方法があるのかを勉強をします。

●友だちに自分のことでもっと伝えたいことをワ ・自分を見つめ直し、伝えたい ・思い浮かばない児童に

ークシートにたくさん書きましょう。 ことを考え、ワークシートに は、これまでの個人観

。モ ●たくさん紹介したい内容が考えられたと思いま 記入する。 察等をもとに助言する

デ す。その中で今日は特に自己紹介したい項目を ・紹介する項目を選ぶ。 ・指導者もあらかじめワ

10リ ３つ選びましょう。 ークシートに準じた内

ン ●どうやって自己紹介したらいいか、これから2 ・モデリングを見る。 容で紹介できるように

グ つの方法でやってみます。 しておく。

・下を向いてぼそぼそと元気なく・・・ ・後の方 ・獲得させたいスキルを

・相手の目を見て、笑顔で元気に・・・ ・相手をしっかり見ていた。 はっきり示しながらモ

○どちらの自己紹介がよかったですか。 ・大きな声で話していた。 デリングを行う。

どんなところがよかったですか。 ①相手の目を見て

②聞こえる声で

③表情豊かに

●それでは、みなさんも自己紹介をやってみまし ・１人ずつ自己紹介する。 ・生活班など利用して5～

ょう。聞いている人は友だちのよいところをみ 6人で行う。

リ つけましょう。 ・グループの様子を確認

ハ ●１人の自己紹介が終わったら、よかったところ ・友だちの「よかったところ」 しながら、必要に応じ

│ など教えてあげましょう。 「新しく発見したところ」など てアドバイスを与え、

20サ を伝える。 スキルの獲得を支援す

ル る。

・一通り終わったところ

で、いくつかの班に全

体の前で行わせ、指導

者がアドバイスをして

いく。

○友だちの自己紹介を聞いてどうでしたか。 ・感想を発表する。 ・数人に感想を聞く。

フ ●今日の学習のポイントを確認しましょう。 ・ワークシートに記入して確認 ＊スキルの獲得が不十分

ィ ●自分のことをもっと知ってもらうための自己紹 する。 な場合は、再度リハー

│ 介の基本になる方法を今日は学習してきまし サルを行い、スキル獲

10ド た。友だちのよさを知って、仲良しが増えてい 得を支援する。

バ くといいですね。

ッ

ク

５ その他
学級の実態に応じてプログラムを実施する。このプログラムの実施に当たっては、学級児童の

現在のスキルの獲得状況を見極めた上で、自己紹介したい項目を選ぶ。
板書例

「相手の近くに行く 「相手の目をきちんと見る 「相手に聞こえる声で言う 「笑顔で言う」」 」 」

工夫のポイント
友だちに関するアン

、ケートなど事前に行い
実態を把握して活用し
ていく方法も考えられ
る。

工夫のポイント
学校全体で班別学習の場を

増やし、授業を通して学んだ
スキルを般化させていく。

また、仲間の入り方と関連
付けて指導していく。
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初級【ソーシャル・スキル・トレーニング２ 自己紹介ワークシート】
じこしょうかい

年 組 氏名

『 上手に自己紹介するためのポイント 』
じょうず じ こ し ょ う か い

① 声は

② 目線は
め せ ん

③ 表 情は
ひょうじょう

私のすきなことやすきなものは

です。

私の名前は

です。

私のとくいなことは

です。

私が、今ハマッているのは

です。

私が、がんばっていることは

です。

私のゆめは

です。
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初級【ソーシャル・スキル・トレーニング３ 上手な聴き方】

１ プログラム名 「上手な聴き方」

２ 指導のねらい

受容的に話を聴くということは、話の内容を理解するだけでなく、気持ちを理解するなど人間

関係を築くうえにおいても大切なスキルである。受容的に聴いてもらう心地よさを体験させなが

、 、 。ら 人の話に注意深く耳を傾ける大切さに気づかせ 上手に話を聴くスキルを身に付けさせたい

３ 獲得目標とするスキル

①相手の気持ちを受け入れながら聴く。 ②笑顔で、最後まで話を聴く。

③相手の目を見て、うなずきながら聴く。

４ 展開

場面 時間教師の発問（○ ・指示（●） 児童の反応・行動 留意点）

○友だちが発表している時に、自分が気をつけて ・静かに聴く。 ・友だちが気持ちよく発イ
、ン いることは、どんなことですか。 ・発表している人の顔を見て聴 表や話ができるために

く。 自分はどんな態度で臨ス
・最後まで聴く。 むことが必要なのかをト

５ラ ○話をしっかり聴いてもらえると、どんな気持ち ・うれしくなって、もっと話し 理解させたい。

になりますか。 たくなる。ク
●今日は、みなさんが気持ちよく話ができる、上シ

手な聴き方を学習します。ョ

ン
●先生が聴き方の２つのパターンをやってみま ・モデリングを見る。

す。

＜パターン１＞

（具体的な動作を加えながら）

話しかけられても答えない。

モ ＜パターン２＞

デ うなずきながら相手の目を見て、笑顔で聴く。

15リ さらに質問などして、話しやすいようにする。

ン ●相手役に感想を聞く。 ・先の方は話したくなくなる。

グ ○見ていたみなさんは、どんな感想をもちました ・いい気分だった。

か。 ・意見を板書し、上手な

○どちらの聴き方がよかったですか。 ・後の方 聴き方のポイントを整

○どんなところが、よかったですか。 ・相手の目をしっかり見て、最 理する。

後まで聴いて、答えていたか ・非言語面に目を向けさ

ら。 せる。

●いろいろ考えてくれましたね 上手な聴き方は ・児童の実態に応じて、。 、

次の４つが大切です。 質問するなどのポイン

・うなずきながら ・相手の目を見て トを加えてもよい。

・笑顔で ・最後まで

●上手な聴き方ができるように練習してみましょ ・二人組になる。 ・学級の状況に応じて、

リ う。二人組になってください。 あらかじめ話したいこ

ハ ●黒板のポイントを意識して やってみましょう ・パターン２のよい例を行う。 とを決めさせておいた、 。

15│ 話す内容はお互いに確認する り、ワークシートの例。

サ ○実際に体験してどうでしたか。 ・相手がうなずいてくれたりす を参考にさせたりして

ル ると、気持ちよく話すことが 話を進める。

できる。

○今日の学習を振り返ってみましょう。 ・振り返りシートに記入する。 ・友だちにも記入しても

らい、スキルが獲得で

フ ●今日は話の聴き方のポイントに気を付けること きたかを自己確認し、

ィ で、話す人も話しやすくなることがわかりまし できなかった場合、も

10│ たね。これからも上手な聴き方を生活の中で生 う一度リハーサルに取

ド かしていきましょう。 り組ませる。

バ ・上手な聴き方は、情報

ッ を得るだけでなく、人

ク 間関係を深めることに

役立つことにも気づか

せる。

５ その他

児童の実態に応じて、リハーサルの内容を変える方法も考えられる。

（ 、 。 。）話の話題を決めて ２分間で相手に話すなど 振り返り表をもとに自己の課題を明確にする

板書例

「受け入れながら 「笑顔で 「最後まで 「うなずきながら 「相手の目を見て」」 」 」 」

工夫のポイント
国語科の聞く・話す

などとタイアップして
取り上げる工夫をする
ことで、学習の中でも
生かすことができる。

工夫のポイント
帰りの会などの短い時間を

使って、友だちのスピーチを
聴くなど継続的に取り組むこ
とで定着化を図ることができ
る。
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初級【ソーシャル・スキル・トレーニング３ 上手な聴き方ワークシート】
じょうず き

◆モデリング及びリハーサルで話す内容例
ないようれい

・私の好きな食べ物は・・・・です。

・私のしゅみは・・・・です。

・行ってみたい国は・・・・です。

・私の好きな本は・・・・です。

・やってみたいスポーツは・・・・です。

・しょうらい、私は・・・・になりたいです。

《 振り返りシートの参考例 》

年 組 氏名

◆ 友だちの話を上手にきくことができましたか？話してくれた友だちに記入してもらいましょう。
じょうず きにゅう

上手に話をきくポイント ◎よくできた ○できた △もう少し
じょうず

１ 相手に体をむけてきくことができた
あ い て

２ 話す人をしっかり見ることができた

３ うなずきながらきくことができた

４ 最後まで相手の話をきくことができた
さ い ご

５ 質問することもできた
しつもん

６ 相手の言いたいことをくりかえす
ことができた

７ 話しやすい距離をとることができた
き ょ り

◆ 今日の学習で感じたことや学んだことをまとめましょう。

◆ 上手なきき方は、自分がどうすればよいのか、今日の授 業で理解できましたか？
じょうず じゅぎょう り か い

あてはまるところに○をつけましょう。

よくわかった だいたいわかった あまりわからなかった わからなかった
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初級◆定着化のアイデア（参考例）

① 要点をまとめる（例 「校長先生の話」）

朝会の校長先生の話を聴き取り、短時間で要点をまとめさせる。単に「 校長先生の話を書き

なさい 」と指示するのではなく、下記のように子どもの実態に応じた課題を示す。。

○実態に応じた課題例

第１段階・・・題名を考えさせる

第２段階・・・印象に残った内容を書かせる

第３段階・・・話の流れの順番に要点を書き出す

第４段階・・・校長先生に感想文（手紙）を書く

また、一人一人の目的意識をもたせるために「 校長先生新聞を書こう 「新聞記者になった」

つもりで取材しよう」と提案することも大切である。

② 新聞記者になろうゲーム

・テレビのニュース番組を録画して、子どもに見せる。

・２～３人のグループに分かれて、グループの中で重点的に聴き取る内容を分担する。

（場所・時間・名前・事件の概要など）

・分担して聴き取ったことをグループで話し合い要点をまとめる。

・教師からの問題に答えられた数だけポイントを与える。

③ 夏休み体験談

・２人組に分かれる。

・夏休みに体験したことを話す。

・相手の話を聴いて、受け答えの言葉を入れるようにする。

（そうですね、すごい、そうなんだ、等）
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初級【ソーシャル・スキル・トレーニング４ 質問】

１ プログラム名 「質問」

２ 指導のねらい

わからないことが聞けないと不利益を被ったり、誤解が生じて人間関係が気まずくなったりす

ることがある。ここでは、聞きたいことを明確にして、適切な態度で実際に質問できるようにさ

せたい。

３ 獲得目標とするスキル

①あいさつをする。 ②質問をしてもよいか相手に都合を確認する。

③質問をする。 ④お礼を言う。

４ 展開

場面 時間教師の発問（○ ・指示（●） 児童の反応・行動 留意点）

○みなさんは学校や家庭での生活の中で相手の話 ・友だちに聞く。 ・わからないことをその

を聞いているとき、話の内容がよくわからなか ・話している相手に聞く。 ままにしておいたり、

った場合、どうしていますか。 情報が間違えて伝えら

○わからなかったことを誰にも聞かないで、その ・わからないままで不安になる れていると思わぬ誤解イ 。

ままにしておいたら、どうなってしまうのでし ・自分が困る。 が生じたり、自分も相ン
ょうか。 手も嫌な思いをするこス

とがあることに気付かト
10ラ せる。

ク
●相手に質問したり、聞いたりすることで、正しシ

い情報を得られることができ、不安感などが解ョ
消されることがわかります。今日は、相手の気ン
持ちを考えた適切な質問の仕方を学習しましょ

う。

●それでは、実際に２つのパターンをやってみま ・モデリングを見る。

す。 ・相手役の児童を事前に

＜パターン１＞ 選び、リハーサルを実

「…先生、明日の持ち物、何」と小声で言う。 施しておく。

＜パターン２＞ ・先生役の返答がはっき

モ 先生をきちんと見て、適度な声で、質問の順番 りしない場合には繰り

デ に従って聞く。 返し質問する方法があ

。リ ●相手役に感想を聞く。 ・前の方は相手に気持ちが伝わ ることも押さえておく

15ン ○見ていたみなさんは、どんな感想をもちました らない。 ・質問の順番をカードで

グ か。 ・後の方が、聞くことがはっき 黒板に掲示し、ポイン

○質問をするときに、どんなことに気を付けると りしている。 トを整理しながら順番

いいでしょう。 ・あいさつをする。 を確認する。

①あいさつする ②都合を聞く ③質問する ・質問していいか相手の都合を ・非言語面にも目を向け

④お礼を言う 聞く。 させる。

・聞きたいことを整理して質問

する。

・お礼を言う。

●質問の練習します。二人組になってください。 ・二人組になって練習する。 ・学級の状況に応じて、

リ ●ワークシートの場面を先生役と児童役になって あらかじめ聞きたいこ

ハ 練習してみましょう とを決めさせておいた

15│ ○実際に体験して、どう感じましたか。 ・友だちのことがよくわかって り、ワークシートの例、

サ よかった。 を参考にさせたりして

ル ・自分のことをきいてもらうの 話を進める。

は、うれしかった。

フ ●ワークシートに「質問の仕方」の学習でわかっ ・ワークシートに記入する。 ・スキルの獲得が不十分

ィ たことをまとめましょう。 なら、再度リハーサル

│ ●今日の学習のポイントを確認してみましょう。 を行う。

ド ●今日は、適切な質問の仕方を覚えておくと、互

５バ いに気持ちよく応答できますね。これからもこ

ッ のことを忘れずに生活していきましょう。

ク

５ その他

教科の学習や校外学習におけるインタビューなどを想定して 「初めて出会う人の場合 「自、 」

分がお世話になる人の場合」等の設定でこのスキルを活用するとより効果的となる。

板書例

「あいさつをする 「都合を聞く 「聞きたいことを整理して質問する 「お礼を言う」」 」 」

工夫のポイント
教科の学習内容や校

外学習など学校行事等
と関連付けながら、具
体的に質問の仕方を取
り上げると効果的であ
る。

工夫のポイント
サイコロインタビューな

ど、ゲーム的な要素を取り入
れて、楽しい雰囲気で繰り返
し質問し、定着化を図ること
も効果的である。
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初級【ソーシャル・スキル・トレーニング４ 質問ワークシート】
しつもん

年 組 氏名

場 面
ば め ん

１ 場面
ば め ん

・明日の書写の時間の持ちものについて、職員室にいる担当の先生に質問する場面。
しょしゃ しょくいんしつ たんとう しつもん

２ 役割設定
やくわりせってい

子ども

・明日の書写の時間の持ちものについて先生に質問する。

先 生

・子どもに話しかけられる役を行う。

３ 役割演技の流れ
やくわりえんぎ

・子ども役は下の２つのパターンで先生役に質問する。

≪パターン１≫

○子ども役は、だまって職員室に入って、作業をしている担当の先生の前に立ち、
さぎょう

「明日の持ちものは何ですか 」と、ぼそぼそ聞く。。

○先生役は、自分にいわれたことに気づかず作業を続ける。

≪パターン２≫

○子ども役は「失礼します。○○先生いますか 」明るく表 情 豊かにいい、職員室に。
しつれい ひょうじょうゆた

入る。

○「○○先生、今、話しかけても大丈夫ですか。明日の書写の持ちものを教えてくださ
だいじょうふ

い 」と、先生役をきちんと見ながら、てきせつな大きさの声で聞く。。

○先生役は子ども役に合わせて会話を続ける。

○最後に子ども役は「ありがとうございました 」といい、職員室を出る。。

『 質問の仕方の順番 』を、わかりやすくまとめてみましょう。
し つ も ん じゅんばん

①

②

③

④
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初級【ソーシャル・スキル・トレーニング５ 仲間の誘い方】

１ プログラム名 「仲間の誘い方」
２ 指導のねらい

友だち関係が学校生活の楽しさを左右する度合いは高い。そのため、集団で生活する児童にと
って「仲間の誘い方」は重要なスキルとなってくる。また、良好な人間関係を築かせ、人間関係
の幅を広げさせるためにも学校生活の早い段階でこのスキルを獲得することが望ましい。ここで
は、友だちを誘うスキルを身に付けることに加え、だれに対しても声をかけられるような姿勢を
身に付けさせたい。

３ 獲得目標とするスキル
①笑顔で相手に近づき 「相手の目を見て 「相手に聞こえる声で」話しかける。、 」
②誰にでも「一緒に遊ぼう」などの言葉をかける。

４ 展開
場面 時間教師の発問（○ ・指示（●） 児童の反応・行動 留意点）

●この絵（長縄をしている子どもたちと一人ぼっ ・ 仲間の誘い方」が集団「
ちでいる子ども）を見てください。 生活の中で、進んで人

○一人ぼっちの子どもは、どんな気持ちだと思い ・さびしい。 と関わりあうために大イ
ますか。 ・いいなあ、うらやましい。 切であることに気付かン

・誰か声をかけてくれないか せる。ス
○遊んでいる子どもたちの中の一人が、一人ぼっ な。ト

5ラ ちの子どもに気付きました。どうすればいいで ・誘って 仲間に入れてあげる、 。
しょうか。 ・一緒に遊ぼうって言う。ク

〔ヒント発問〕 ・仲間に入りなって言う。シ
・声をかける言葉だけ、気を付ければいいかな？ ・笑顔で近づく。ョ

・優しく声をかける。ン
○誘ってもらうとどんな気持ちですか。 ・明るく元気に話しかける。
●一人ぼっちの時 誘ってもらうとうれしいよね ・うれしくなる。、 。

今日は「仲間の誘い方」の勉強をします。
●それでは、実際に「仲間の誘い方」を先生が２ （パターン２） ・相手役は事前に代表の

つのパタ－ンでやってみます。 ・笑顔で近づいていた 児童を選び、リハーサ
モ ・場面１の２つのパターンをモデルで示す。 ・相手（みんな）を見ていた。 ルを実施しておく。
デ ○どちらの仲間の誘い方がよかったでしょう？ ・明るくはっきり言っていた。 ・誘われた児童にも気持

10リ ○どういうところがよかったでしょう？ ・気持ちがこもっていた。 ちを聞き、うれしくな
ン 〔ヒント発問〕 ・声の大きさがちょうどいい。 る誘い方を確認する。
グ 近づき方は？目は？表情は？声の大きさは？ ・笑顔で言っていた。 ・悪い点ではなく、よい

仕草は？ 点に注目させる。
・児童の意見を板書し、整理していく。
●それでは、みなさんもやってみましょう。4人 ・４人組をつくり、最初の役割 ・生活班など利用して行

組の生活班で 「誘う人」1人 「誘われる人」1 を決める。 ない、割り切れない場、 、
人 「一緒に遊んでいる人」２人を決めます。 合は5人組で対応する。、

●役割が決まったようですね。黒板を見て、どの ・身に付けたいスキルを確認し ・グループの様子を確認
リ ような「仲間の誘い方」がよかったのかをもう グループで実際にトレーニン しながら、必要に応じ
ハ 一度確認しましょう。みなさんは、パターン２ グを行う。 てアドバイスを与え、
│ のみを行います。それでは始めてください。 スキルの獲得を支援す

20サ 〈４人がそれぞれ異なった役割を実施できるよ る。
ル うに４回繰り返して行う〉 ・一通り終わったところ

●もう一度やりますが 今度は振り返りもします で、いくつかの班に全、 。
●一人が終わったら、どこがよかったのかを4人 ・振り返りを行い、スキルが獲 体の前で行わせ、指導

で振り返りましょう。また 「こういう点があ 得できたかどうかをグループ 者がアドバイスをしな、
るともっとよい」ということがあれば、それも 内で確認する。 がら、振り返りの仕方
伝えてください。 を知らせる。

●ワークシートに好ましい仲間の誘い方について ・ワークシートをまとめる。
フ 学んだことをまとめましょう。みなさん、とて ・スキルの獲得が不十分
ィ もいい誘い方ができるようになりましたね。気 な場合は、再度リハー
│ 持ちよく仲間に誘ってもらえるとどんな気持ち サルを行い、スキル獲

10ド がしましたか。 得を支援する。
バ ●「仲間の誘い方」は授業で終わりではありませ
ッ ん。日常の生活のいろいろな場面で、さびしそ
ク うな友だちに自分から気付いて誘いかけ、友だ

ちをたくさん増やしましょう。

５ その他
学級の実態に応じてプログラムを実施する。このプログラムの実施に当たっては、学級児童の

現在のスキルの獲得状況を見極めた上で、場面１及び場面２を活用する。
板書例

「相手に近づく 「相手の目をきちんと見る 「相手に聞こえる声で言う 「笑顔で言う」」 」 」

工夫のポイント
言語面では学年に応

じて「一緒に遊ぼう」
などの言葉で統一して
トレーニングを実践す
ると日常生活で使いや
すい。

工夫のポイント
学校全体で班別学習の場を

増やし、授業を通して学んだ
スキルを般化させていく。

また 「仲間の入り方」と、
連結させて指導していく。
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初級【ソーシャル・スキル・トレーニング５ 仲間の誘い方ワークシート】
な か ま さそいかた

〔長なわの場面〕
ば め ん

場 面 １
ば め ん

１ 場面
ば め ん

・休み時間に何人かの子どもたちで、楽しそうに長なわとびをして遊んでいる。
なんにん

・長なわとびをしている子どもたちの中の子どもＡが、一人でぽつんと遊んでいる
子どもＢに気づく。

２ 役割設定
やくわりせってい

・子どもＡ 一人でぽつんとしているＢに気づき 「いっしょに遊ぼう」と、
長なわにさそう子ども

・子どもＢ 一人でいて「いっしょに遊ぼう」と長なわにさそわれる子ども

３ 役割演技の流れ
やくわりえんぎ

・子どもＡは、下の２つのパターンで子どもＢに対応する。
たいおう

《パターン１》
・前に先生が「みんなでなかよく遊びなさい」といったことを思い出し、しかたなく

子どもＢに「いっしょに遊ぼう」と子どもＡが声をかける。
《パターン２》

、 、 「 、 」 。・元気よく近づき 相手の目を見て 笑顔で ○○君 いっしょに遊ぼう と明るく話す
・ うん、ありがとう」と入ってきたら、いっしょに長なわをして遊ぶ。「

場 面 ２
ば め ん

１ 場面
ば め ん

・たてわり遊びの時間
・みんなで、おにごっこをして遊んでいる。高学年の子どもＡが、すみっこで一人ぽつ

んと立っている低学年の子どもＢに気づく。

２ 役割設定
やくわりせってい

・子どもＡ 自分たちの遊びに入って 「いっしょに遊ぼう」とさそう高学年の子ども、
・子どもＢ 遊びに入れず、一人ぽつんと立っていて「いっしょに遊ぼう」とさそわれ

る低学年の子ども

３ 役割演技の流れ
やくわりえんぎ

・子どもＡは下の２つのパターンで子どもＢに対応する。
たいおう

《パターン１》
・顔も見ず、そっけない声で遠くから 「いっしょに遊ぼう」という。、

《パターン２》
・笑顔でそばまで行き、顔を合わせて、明るく「いっしょに遊ぼう」という。
・ うん、ありがとう」と入ってきたら「よかったよ」といって、いっしょに遊ぶ。「

『 上手な仲間の誘い方をするには・・・』

（例） ○（一人でいる友だちに気づく）
○ 笑顔で明るく近づいていく。
○
○
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初級【ソーシャル・スキル・トレーニング６ 仲間の入り方】

１ プログラム名 「仲間の入り方」
２ 指導のねらい

仲間に入れてもらえたときの心地よさを味わうことを通して、どうしたら気持ちよく仲間に入
れるのかを体験させる。そして、自分が仲間に入りたいときの具体的な方法を知り、自分から仲
間に働きかけるスキルを身に付けさせたい。仲間に入ることは、集団生活を送る上で大切なスキ
ルであるが、自分から声をかけることに抵抗を感じている子どもたちも少なくない。仲間に入り
たいと思ったときに、自然に相手に声をかけられるような気持ちとスキルを身に付けさせたい。

３ 獲得目標とするスキル
①「笑顔で近づく」そして「相手の目を見て 「相手に聞こえる声で」話しかける。」
②「いーれて」などの言葉をかける。

４ 展開
場面 時間教師の発問（○ ・指示（●） 児童の反応・行動 留意点）

●友だちと楽しそうにお弁当を食べようとしてい ・ 仲間の入り方」が集団「
る子どもたちと一人でぽつんとしている子ども 生活の中で、進んで人イ
がいます。この一人ぼっちの子どもは仲間に入 と関わりあう姿勢を身ン
りたいと思っています。 に付ける上で大切であス

○仲間に入りたいこの一人ぼっちの子どもは、ど ・仲間に入れてって言う。 ることを気付かせる。ト
5ラ うしたらいいと思いますか。 ・一緒に食べていい？って聞く。

〔ヒント発問〕 ・大きな声で聞こえるように言ク
・声をかける言葉だけ、気を付ければいいでしょ う。シ

うか？ ・にこにこして、明るく言う。ョ
ン

●今日は 「仲間の入り方」について勉強しまし、
ょう。

●それでは、実際に「仲間の入り方」を先生が２
モ つのパタ－ンでやってみます。 （パターン２）
デ ・場面１の２つのパターンをモデルで示す。 ・笑顔で近づいていた。 ・相手役は事前に代表の
リ ○どちらの仲間の入り方がよかったでしょう？ ・相手（みんな）を見ていた。 児童を選び、リハーサ

10ン ○どういうところがよかったでしょう？ ・明るくはっきり言っていた。 ルを実施しておく。
グ 〔ヒント発問〕 ・気持ちがこもっていた。 ・悪い点ではなく、よい

近づき方は？目は？表情は？声の大きさは？ ・声の大きさがちょうどいい。 点に注目させる。
・児童の意見を板書し、整理していく。
●それでは、みなさんもやってみましょう。生活 ・順番や最初の役割を決める。 ・４人組の生活班などを

班になって練習してみましょう。最初に「入り 利用する。人数が割り
たい児童Ａ役・入れる児童Ｂ，Ｃ役・観察者Ｄ 切れない場合は5人組で

。（ ）役」を決めてください。 対応する 観察者２名
●役割が決まったようですね。黒板を見て、どの ・身に付けたいスキルを確認し

ような「仲間の入り方」がよかったのかを、も グループで実際にトレーニン ・グループの様子を確認
リ う一度確認しましょう。みなさんは場面１のパ グを行う。 しながら、必要に応じ
ハ ターン２のみを行います。 てアドバイスを与え、

20│ ●一人が終わったら、グループで振り返りをしま ・振り返りを行い、スキルが獲 スキルの獲得を支援す
サ しょう よかったところを伝えてください こ 得できたかどうかをグループ る。。 。「
ル ういう点があるともっとよい」ということがあ 内で確認する。 ・いくつかの班に全体の

れば、それも伝えてください。 前で行わせ、いいとこ
、 。＜４人がそれぞれ異なった役割を実施できるよ ろを認め 誉めていく

、うに４回繰り返して行う＞ ・声の大きさや目線など
。●今度は２つの班を合体して、たくさんの友だち ・多人数の中に入れてもらうト 場に応じて工夫させる

がいるところに入る練習をします。 レーニングを実際に行う。
フ ●ワークシートに好ましい仲間の入り方について
ィ 学んだことをまとめましょう。みなさん、とて ・スキルの獲得が不十分
│ もいい入り方ができるようになりましたね。 な場合は、再度リハー

10ド ○気持ちよく仲間に入れてもらえると本当に嬉し サルを行い、スキル獲
バ いものですね。今の気持ちはどうですか。 得を支援する。
ッ ●「仲間の入り方」は授業で終わりではありませ
ク ん。遊ぶときやグループを作ったりするときに

どんどん使って、友だちを増やしましょう。

５ その他
学級の実態に応じてプログラムを実施する。フィードバックでは、相手に対して抵抗なくスキ

ルが発揮できるように「いーれて」と「一緒に遊ぼう」を合わせて 『リスと切り株』などのゲ、
ームをまとめとしてもよい。

板書例
「相手に近づく 「相手を見る 「聞こえる声で言う 「笑顔で言う」」 」 」

工夫のポイント
子どもたちの体験を通

してうまく入れた時を
想起させる。言語面で
は学年に応じて「いー
れて」など言いやすい
言葉で統一してトレー
ニングを実践する。

工夫のポイント
学校全体で班別学習の場を

増やし、授業を通して学んだ
スキルを般化させていく。

また、うまく入れなかった
時にどのような対応をすべき
かもあわせて指導していく。
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初級【ソーシャル・スキル・トレーニング６ 仲間の入り方ワークシート】
な か ま

〔おべんとうを食べる場面〕
ば め ん

場 面 １
ば め ん

１ 場面
ば め ん

・楽しい遠足の日、おべんとうを食べる時間。
えんそく

・それぞれ何人かずつでグループになって、おべんとうを食べはじめようとするとき、
子どもＡは、まだいっしょにに食べる相手が決まっていない。子どもＡは、子ども
Ｂ，Ｃといっしょに食べたいと思っている。

２ 役割設定
やくわりせってい

， 「 」・子どもＡ いっしょにおべんとうを食べたい子どもＢ Ｃに 仲間に入れて
な か ま

という子ども
・子どもＢ，Ｃ 子どもＡから「仲間に入れて」といわれる子ども

な か ま

３ 役割演技の流れ
やくわりえんぎ

・子どもＡは下の２つのパターンで子どもＢ，Ｃに対応する。
たいおう

《パターン１》
・相手に顔をむけずに、元気のない声で、ただ「入れて」という。

《パターン２》
・元気よく２人に近づき、相手の目を見て、笑顔で「いーれて」と明るくいう。
・ いいよ」と入れてもらえたら「ありがとう」と言って、いっしょにおべんとうを「

食べながら、会話をつづける。
（例 「おいしいね」や「これ、あげようか ・・・など） 」

場 面 ２
ば め ん

１ 場面
ば め ん

・休み時間にクラスの友だちどうしでドッジボールをするところ。
・ 校庭でドッジボールをしよう 「さあ、外野をきめて、はじめよう」と元気に遊び「 」

はじめる子どもＢ，Ｃ，Ｄ。そこに子どもＡがおくれてきた。子どもＡは「もう、は
じまってる… いっしょにやりたいけど、どうしよう」と思っている。

２ 役割設定
やくわりせってい

・子どもＡ クラスメイトに「ドッジボールに入れてほしい」という子ども
・子どもＢ，Ｃ，Ｄ Ａから「ドッジボールに入れてほしい」と話しかけられる子ども

３ 役割演技の流れ
やくわりえんぎ

・子どもＡは下の２つのパターンで対応する。
たいおう

《パターン１》
・元気のない小さな声で、ただ「ドッジボールに入れて」という。
・みんなに気づいてもらえなくてこまってしまう。

《パターン２》
・笑顔で元気よくみんなのそばまで行き、顔を合わせて、明るく聞こえる声で「ドッヂボ

ールに入れて」と話しかける。
・ いいよ」と入れてもらえたら「ありがとう」といって、いっしょに遊ぶ。「



- -33

『 上手に仲間に入るには・・・』
じょうず な か ま

（例） ○ 笑顔で明るく近づいていく。

○

○

○

○

○

○

◆仲間に入るタイミング・・・
な か ま

「仲間の入り方」の大切なコツとして、どのタイミングでことばをかけたらよいか？という
な か ま

ことがいえます。タイミングがわるいとことばをかけてもスムーズに会話がすすまないことも

。 、 、 。あります また よいタイミングで声がかけられず そのままになってしまうこともあります

よいタイミングでことばをかけるためには、話しかける相手のようすを見ておくことが大切

です。つぎの点に注意するとタイミングをつかみやすくなります。

① 遊びのきれめやちょっと間があいたとき
ま

② 相手が自分に気づいてこちらをみたとき

③ 話しかける相手がまわりのようすを気にしているとき

◆仲間に入ることをことわられたときは・・・
な か ま

、 。 、場合によっては いろいろな理由からうまく仲間に入れないときもあります そのときは
ば あ い り ゆ う な か ま

つぎのような方法が考えられます。

① もう一度たのんでみる。

② 「どうしてだめなのか」という理由をきく。
り ゆ う

③ 理由によって、へいきそうならもう一度たのんでみる。

④ 理由がよくわからない場合でもむりやり仲間に入ろうとしない。

⑤ 入れてもらえそうな他のグループをさがしてみる

＊「仲間の入り方」がうまくできたかどうかの確認も大切
な か ま かくにん

～今日の授 業で感じたことや学んだことをまとめましょう～
じゅぎょう
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初級【ソーシャル・スキル・トレーニング７ あたたかい言葉かけ】

１ プログラム名 「あたたかい言葉かけ」

２ 指導のねらい

友だちなどに対して、あたたかい言葉かけができると、相手の気持ちをよくして、人間関係を

深めることができる。ここでは自分の発する言葉が、相手にどのような影響を与えるかに気付か

せ「ほめる 「励ます 「心配する 「感謝する」などのやさしい言葉かけが状況に応じて使える」 」 」

ような力を身に付けさせたい。

３ 獲得目標とするスキル

①相手に体を向け、きちんと見て、笑顔で相手に聞こえる声で言葉をかける。

②自分の気持ちを表す言葉を入れてあたたかい言葉かけをする。

４ 展開

場面 時間教師の発問（○ ・指示（●） 児童の反応・行動 留意点）

○ワークシートを見てください。二人の女の子が ・上の女の子は悲しそう。 ・黒板に拡大したワーク

います。でも、表情が違いますね。それぞれど 下の女の子はうれしそうだ。 シートを貼るとよい。イ

んな気持ちなのでしょうか？ ・児童の発表に応じて、ン

○男の子が何と言って、女の子はこのような表情 ・言葉を選んで分ける。 男の子の言葉を分けてス

になったのでしょう。ワークシートの①～⑦の 黒板に貼る。ト

５ラ 言葉を分けて考えてみてください。

。ク ○分けた理由も発表してください。 ・悪く言われると泣きたくなる

●そうですね。言われる言葉によって気持ちが変 ・お礼を言われる気分がいい。 ・どんなものがあたたかシ

わります。あたたかい言葉をかけられると元気 ・ほめられるとうれしくなる。 い言葉なんだろう、とョ

になりますね。あたたかい言葉はどのようにか いう問題意識をもたせン

ければよいのかを今日は学習しましょう。 る。

●あたたかい言葉かけとは 「すごいね」という、

気持ちで相手をほめたり 「ありがとう」と感、

謝したりする言葉です 「その人の様子＋自分。

の気持ちを表す言葉」で自分の気持ちを表現す

15るように言ってあげます。

モ ●「いいところさがしカード」を配ります。隣の ・あたたかい言葉かけを考えて

デ 人と交換して、あたたかい言葉を書いてプレゼ カードに記入する。

リ ントしよう。 ・あたたかい言葉かけの

ン ●代表の人に発表してもらいます。 内容をカードにして黒

グ ○あたたかい言葉をかけられて、どんな気持ちが ・てれくさかった。 板に貼るとよい。

しましたか。 ・いい気分だった。 ・あたたかい言葉かけを

○言葉をかけるとき何か気を付けたことはありま ・相手を見る。 するときの非言語面に

すか。 ・はっきりした声で言う。 も目を向けさせる。

・気持ちをこめて言う。

●グループの中で、一人の「いいところさがしカ ・～さんは とても絵が上手ね ・あたたかい言葉かけが、 。

リ ード」を順番に回して、あたたかい言葉にして 私もあんなふうにかけたらい できている事例を学級

ハ 言ってみましょう。一人が終わったら、次の人 いなと思います。 全体に紹介し、さまざ

20│ のカードを回して全員のカードが回るように交 ・～くんは、いつも朝のマラソ まな感情語でできてい

サ 代します。 ンを続けていて立派だと思い ることを知らせる。

ル ます。ぼくも一緒に走ってみ

ようかと思います。

○あたたかい言葉かけをしてもらって、今、どん ・とてもうれしい。 ・数人の感想を聞き、あ

な気持ちがしていますか。 ・気分がいい。 たたかい言葉かけによ

フ ●あたたかい言葉かけには、困っている人に対し ・相手と仲良くなった気がする って、人間関係の深ま。

ィ て心配したり、がんばっている人に対して励ま りができたことにも気

５│ したりすることもあります。今日の学習を生か 付かせ、日常生活での

。ド してあたたかい言葉かけができるようになりま 実践への意欲を高める

バ しょう。

ッ

ク

５ その他

学級集団の人間関係がある程度形成され、さらにまとまりを高めたい場合や人間関係に課題が

感じられる場合などに活用すると効果的である。

板書例

「相手に近づく 「相手をきちんと見る 「聞こえる声で言う 「笑顔で言う」」 」 」

「相手の様子＋自分の気持ちを表す言葉」

工夫のポイント
発達段階に応じて、

例を示し、あたたかい
言葉の内容を説明する
ととらえやすくなる。
また、日常生活でも使
いやすい。

工夫のポイント
帰りの会などの短い時間を

使って、いろいろな友だちに
あたたかい言葉かけをするな
ど継続的に取り組むことで定
着を図ると効果的である。
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初級【ソーシャル・スキル・トレーニング７ あたたかい言葉かけワークシート】

年 組 名前

◆男の子は、女の子にどんな言葉かけをしているでしょう。下の言葉を分けてみましょう。
こ と ば

① 「君の絵は、とてもていねいだね。すごいね 」。
きみ え

② 「おそいなぁ。まだ終わらないの？おいてっちゃうからね！」
お

③ 「さっきは計算のやりかたを教えてくれて、ありがとう 」。
けいさん おし

④ 「リコーダーが上手になったね。今度の音楽発表会がんばろうね 」。
じょうず こ ん ど おんがくはっぴょうかい

⑤ 「また、わすれものしたの 」。

⑥ 「この漢字まちがってるよ。こんなのも、わからないの 」。
か ん じ

⑦ 「バトンパスが、だいぶうまくなったから、一緒に練 習に行こう 」。
いっしょ れんしゅう
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初級【ソーシャル・スキル・トレーニング７ あたたかい言葉かけワークシート】

年 組 氏名

◆ 友だちのいいところをみつけ、カードに書いてプレゼントしましょう。

さんへ

あなたのいいところは

わたしは

より

さんへ

あなたのいいところは

わたしは

より

さんへ

あなたのいいところは

わたしは

より
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初級【ソーシャル・スキル・トレーニング８ 共感】

１ プログラム名 「共感」
２ 指導のねらい

友だちとのコミュニケーションが上手にとれないために、人間関係が希薄になることが指摘さ
れている。児童にとって、友だちが自分の気持ちをわかってくれると心が安らぐものである。こ
こでは相手の気持ちを知り、相手の立場に立って考えることを通して「共感すること」を学び、
他者と共に生き、他者を大切にする気持ちや態度を身に付けさせたい。

３ 獲得目標とするスキル
①相手の表情や声から、気持ちを考える。 ②同じように感じている自分の気持ちに気付く。
「 」 。 。③ 私も＋自分の気持ちを表す言葉 で自分の気持ちを表現する ④自分の気持ちを表情で表す

４ 展開
場面 時間教師の発問（○ ・指示（●） 児童の反応・行動 留意点）

○目の前で友だちが泣いていたら、どんな気持ち ・かわいそうになる
になりますか。 ・なぐさめてあげたくなるイ

○友だちが笑っていたら、どんな気持ちになりま ・自分も楽しくなってくるン
すか。 ・うれしくなってくるス

10ト ●友だちのことだけれども、相手の気持ちを理解
して自分のことのように思えることは、すばらラ
しいことですね。逆に友だちが自分の気持ちをク
わかってくれると心が安らぐものですね。友だシ
ちと同じ気持ちになることを共感と言います。 ・共感すると相手がうれョ

●どのようにすると共感できるのか、今日は、共 しく感じ、安心できるン
感の仕方を学習しましょう。 ことを確認する。

●共感するために大切なことは、まず相手をよく ・うれしい、悲しい、驚
観察することです。 いている、おこってい

○先生の表情を見てください。どんな気持ちでい ・うれしそうだ る表情をはっきりわか
。 。るかわかりますか （うれしい、悲しい、驚い ・なんだか悲しそうだ るようにやってみせる

ている、おこっている表情） ・びっくりしているようだ
●目の大きさや口の形などが、どうなっている時 ・おこっているみたいだ

モ にどんな気持ちなのか確かめ、実際にやってみ
デ ましょう。

15リ ●理解し、共感したことを相手に伝えます。先生 ・２人組で練習する。 ・共感したことを表現し
ン が2つの伝え方をやってみます。 ないと、相手に伝わら

。グ ＜パターン１＞ ないことに気付かせる
「どうしたの。ふーん。あっそう 」とあまり ・非言語面にも目を向け。
感情を入れずにあっさりと伝える。 させる。

＜パターン２＞ ・２つの伝え方の違いに
うれしそうだね 何かあったの そうなんだ ついて考えさせる。「 。 。 。

私もうれしくなっちゃった 」と表情豊かに伝。
える。

○２つの伝え方をされて、どうでしたか。 ・最初の伝え方は、関係ないと
。○見ていたみなさんは、どんな感想をもちました いうような冷たい感じがした

か。 ・後の伝え方は優しい感じで自 ・共感していることを相
●共感していることを相手に伝える言い方に「私 分の気持ちをわかってもらえ 手に伝える言い方には

もうれしくなっちゃった 「ぼくもいやな気分 て、とてもうれしかった。 声や表情で表すととも。」
だよ 」のように『私も＋自分の気持ちを表す ・共感してもらえると心があた に『私も＋自分の気持。
言葉』を付け加えると、より相手に気持ちが伝 たかくなった。 ちを表す言葉』を付け
わります。 加えると効果的である

●今日は『私も＋自分の気持ちを表す言葉』を使 ことを例を挙げて説明
って共感したことを伝える練習をしましょう。 する。

●ワークシートに、いろいろな場面での友だちの ・ワークシートに自分の考えを ・全部の場面が書けない
リ 様子がのっています まず それぞれの場面で まとめる。 児童には、書ける場面。 、 、
ハ その人がどんな様子でいるのかを考えて、声を ・３～４人組をつくり、グルー だけでもよいことを伝

15│ かける言葉を書いてください。自分のできそう プでトレーニングを行う。 える。
サ な場面を一つ選んでやってみます。 ・上手に伝えている児童
ル ○実際に体験して、どう感じましたか。 を数名指名し、全体に

紹介する。

○上手にできるようになりましたね。気持ちを共 ・ いつも共感すべきだ」「
フ 感してもらって、どんな感じがしましたか。ま ではなく、共感できる
ィ た、共感してみてどうでしたか。 ようにすることと、共
│ ●これからは今日の学習を生かして、いろいろな 感したらそれを伝える

５ド 場面で相手の気持ちをわかって、自分の気持ち ことの大切さに気付か
バ を伝え、さらにお友だちと仲良くなっていきま せる。
ッ しょう。 ・共感することで友だち
ク 関係も深まることを理

解させる。

５ その他
相手の気持ちを知り、相手に共感することは良好な人間関係づくりに欠くことのできないスキ

。 、 、 。ルである このプログラムを通して 他者を思いやる心を育て 心豊かな児童の育成を図りたい
板書例

「 共感する』相手の表情をよく見る」 「相手の話を聞き、声などから気持ちを知る」『
「 私も＋自分の気持ちを表す言葉』で自分の気持ちを表現する」 「表情で表す」『


